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鳥取県公共事業評価委員会の答申について 

     令和 ６年 ２月 ２６日 

工  事  検  査  課 

 

今年度、知事が鳥取県公共事業評価委員会（会長：猪迫耕二鳥取大学農学部副学部長）へ諮問した公共事

業について、令和６年１月３０日に以下のとおり答申がありました。 

また、今年度委員会で改善に取り組んだ内容について、併せてご報告します。 

 

１ 答申について 

次の７件の再評価事業が審議され、いずれも「継続」が妥当とされた。 

（今年度は事前評価事業無し。） 

・事前評価の対象事業：全体事業費が概ね 10億円以上の事業等 

   ・再評価の対象事業：事業着手から一定期間が経過した事業等 

 

鳥取県公共事業評価委員会 委員（10名） 
会  長  猪迫 耕二 （鳥取大学農学部副学部長） 
会長代理  唐澤 重考 （鳥取大学農学部教授） 
委  員  南野 友香 （鳥取大学工学部准教授） 

白石 秀壽 （鳥取大学地域学部准教授） 
藤内 千春 （ＮＰＯ法人こども未来ネットワーク事務局） 
上野 洋子 （学習塾アーク学院学院長） 
川原 康寛 （税理士法人パートナーズ代表社員） 
西村 裕美 （鳥取吉方郵便局長） 
岸田 いずみ（泊綜合食品(株)取締役） 
村江 利津 （山陰海岸国立公園鳥取砂丘ビジターセンター管理運営協議会事務主任） 

 

２ 今年度委員会での取り組みについて 

公共事業は、近年頻発する自然災害から生命・財産を守るとともに、地域を発展させるために不可欠な社

会基盤の整備を目的としているが、限られた財源の中で、より効果的、効率的かつ適正に執行するためには、

公共事業評価委員会の役割はますます重要になってきている。 

このため、委員の皆様が評価対象事業に対する理解を深め、県民目線でより的確に判断していただくため、

事業に関する用語集の作成や各委員に評価事業の不明な点等をチェックシートに記入していただき説明に

反映するなどの従来からの取り組みに加えて、今年度さらに以下の項目について取り組んだ。 

その結果、委員からは丁寧な説明で分かりやすかったとの意見をいただいた。 

 

３ 添付資料 

  ・位置図：別添１ 

  ・答申文：別添２   

評価の種類  評価対象事業  位置  評価結果  

再評価  県営畑地帯総合整備事業（名和３期地区） 大山町  継続（付帯意見なし）  

〃  県営森林環境保全整備林道事業（中ノ津線） 智頭町  〃  

〃  県営森林環境保全整備林道事業（窓山線） 日南町  〃  

〃  大規模特定河川事業（塩見川） 鳥取市  〃  

〃  一般国道３１３号道路改築事業（倉吉道路） 倉吉市  〃  

〃  一般国道３１３号道路改築事業（倉吉関金道路） 倉吉市  〃  

〃  一般国道１８１号道路改築事業（江府道路） 江府町  〃  

項 目 従 前 新たな取り組み内容 

説明内容の補足として動画の

活用及び工事施工手順をパネ

ルに掲示して説明 

説明文書とともに状況写真または

イメージ図を用いて説明することが

多かった。 

・畑地かんがい施設の散水状況を動画で紹介し、施

設整備のイメージ及び効果の理解に役立てた。 

・あまり目にすることのないトンネル工事の施工順序

を掲示し、工事の段取りや困難さの理解を深めた。 
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令和５年度 鳥取県公共事業評価対象箇所 位置図

担当
農林水産部
県土整備部

箇所：鳥取市福部町細川

【再評価】
大規模特定河川事業（塩見川）

【再評価】
県営森林環境保全整備林道事業（中ノ津線）

箇所：日野郡日南町多里～新屋

【再評価】
県営森林環境保全整備林道事業（窓山線）

箇所：倉吉市関金町大鳥居～倉吉市小鴨

【再評価】
一般国道３１３号道路改築事業（倉吉関金道路）

箇所：倉吉市小鴨～和田

【再評価】
一般国道３１３号道路改築事業（倉吉道路）

箇所：八頭郡智頭町芦津～中原箇所：日野郡江府町佐川～武庫

【再評価】
一般国道１８１号道路改築事業（江府道路）

箇所：西伯郡大山町

【再評価】
県営畑地帯総合整備事業（名和３期地区）
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